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關
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題

(11)

堀

江

歸

一

第
二
勞
慟
組
合
の
惠
與
金

勞
働
組
合
^
於
け
る
惠
與
金
の
地
位 

. 

パ

.
：:：
參
 

し
て
、重
要
な
る

.も
：
..のは
、其
鬪
爭
的
方
而

^

關
係
す
る
も
の
で
あ
り

、
0 

, 

し
て

»
樂
的
職
分
は
惠
與
金
制
度
の
完
備
す
る
ビ
否
ビ

.に
依
つ
て
、之
を
發
揮
す
る
上
に
、大
な 

.

':
'

る
差
，違

を

生

す

る

'乙
ー
ビ
を
知
ち
苳
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勞
働
組
合
が
闢
爭
的
職
分
を
爲
す
こ
ビ 

は
非
常
特

35?...

の
場
合

'
.に，
^
.ら
：̂

る
の
で
あ
，

.

.

(

ソ
'
て
、決
し
て
常
時

.不
斷
の
事
で

.は
な
い
。

勞
働
：姐 

合
の
發
達
の
幼

»

で
あ

0
:た
時
代
に
は
、斯
る
事
件
の
突
發
し
た
際
に

^

事
件
に
要
す
る
財

#; 

.丨
充

...
て
る

^

め
'に
.組
.合
..員
.
.に：
■就
' て
應
分

.の

.酿
■金
を

.徵
收
し
其
入
る

' 
に
.隨

o
て
、恵
與
余

f
し
て 

;

:
關
係

.者
に
分
配
す
る

〗

方
法
が
行
は
れ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
が
婆
働
組
合
が
發
達
し
て
來
れ
ば
、
 

::
紐
合
坤
如
何
な
る
時
期
に
、如
何
な
る
形
で
、爭

_

^

る
も

.の
で
あ
る
か
,其
事
の
判
然
ど
し
な

,
s

に
拘
は
ら
ず
、必
ず
或
：る
時
期
に
或
る

.#
議
办
起
る
左
を
豫
想
し
、之
に
應
じ
る
爲
め
、平
生
か 

&

定
：額

.の
醵
金
を
組

「

合
焉
に

.
'就
て

.徵
，收
す
：る
。
隨
つ
て
組
合
が
組
織
さ
れ
て
、申
を
經
る

4

ビ 

の
久
し
き
に
至
れ
ば

^
.
る
だ
け
、組
合
に
は
相
當
の
資
金
が
，成
立
し
、此
資
金
は
利
殖

さ

れ

て
、
®
 

大
を
爲
す
に
至
る

:1
-
.で
あ
一
ら
ぅ
。

而

し

て

：組

合

.
員

は

組

合

ノ
規
約
の
定
む
る
所
に
據

り
、或
る
條
件 

の
：
發
：生

し

た_

合」

に
：は
、
此
：：資

金

か

；冬

 

こ
ビ
に
爲
る
。
 

即
ち
：駔

合

員
，t

し

て

*

#
を
：爲
し
、W

ぐ

T

办
，上
げ
ら
れ
た
資
金
に
對

し

て

磁

合
員

ど
し
て 

思
與
金
を
受
け
キ
權
：利
：を
持
.つ
こ
と
に
爲
れ

ば
、此
有
形
的
衝
鎖
に
依
つ

て
、組
合

ビ

組
合

' 員

と 

の
：關
係
が
密
蝝
に
爲
り
、更
に
進
ん
で
組
合
の
基
礎
を
裝
固
に
す
る
の
は
、當
然
の
數
で
あ
つ

て
、
 

惠
與
金
制
度
の
存
在
：は
：强
ー
大
な

る

組
合
の
成

.

.立
k

缺
く
可
か
ら
ざ
る
條
件
で
あ
る
ミ
認
め
ら 

れ
る
に
至
つ
た

。
'

:

:

.;
惠

與

金

の

種

類

然

し

な

が

ら

恵

與

金

.に
峰 

ッ
の
組
合
が
，其
總
て
に

S

つ
て
、恶
與 

金
の

.制
度
を
採
用
し
て

&:
る
_

の
で

V 

c
r又
或
る
組
合
が

'

1

一
三
種
或
は

H

四
褪
の
胄

㈣ 

金
を

"採
用
し
て
居
る

.場
合
に
し
て
も
、孰
れ
の
一

.
に
重
き
を

®

い
て
居
る

.か
ど
云
ふ
こ
ビ
は

、
M 

第
十
I
s 

(
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A
H
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繭
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耽
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組
合
に
關
す
る
賭
問
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第
二
魏
-

三
四

命

の
s

 

R
依
ら
：
.て
、0

ら
異
な

ら
f

を
得
な
い
.。
姑
ぐ

合

衆

國

勞

働

組
合
の
實
例
に
據

つ 

セ
' A
t

與

金

彻
度
佛
_
て
顧
ふ

る

せ

、嚴

も
廣
 

<

 

行
は
れ
て
居
る
の
は
、所
謂
雜
式
患
典
金
で

あ
つ 

I

八
西
八
十
年

か
：
ら
千
九
環
に
：街
る
間

#

數
の
組
合

.の
採
用
す
る
所
ビ
爲
つ
た

。

i

 

S

金
は
雜
式
恵
與
金
ほ
ど

一

般
で
は
な
ぃ
が
、尙

ほ

笋

數

の

組

合

に
依
つ
て
、採
用

3
れ
て
居 

り
老
廢

,«
與
金
に
至
つ
て
は
、狹
い
範
園
に
於
て
行
は
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
是
等
以
外
に
思
與 

金
の

1

種
ど
爲

る
も
'の

は
、
#
の
死

b

‘に
對
し
、失
業
に
對
し
、旅
行
に
對
し
、道
具
の
喪
失
に
對
し 

て
與
，
へ

も

れ

る

惠

與

馨

類

で

あ

づ
2

病
S

つ

た

際

に

、與

へ

ら

れ

：る

見

舞

品
J

患
典 

金

：の
4

r

に
歡
べ
る
組
合
も
あ
る
。
然
し
恩
等
は
恵
典
金
ビ
し
て
は
、微
細
な
る
も
の
で
あ
つ 

て
、
其

：最

も

重

要

：
な

る

% .

の
と
し
て
は
，組
合
員
办
同
盟
罷
業
又
は
事
業
主
の
エ
揚
閉
鎖
に
臨
ん 

J

f

れ
i

議
惠
與
金
を
擧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

而
し

i

£

.

ベ
S

與
金
利 

-

度
1

勞
働
駔
合
の

)

基
礎

.
を
鞏
固
ド
す
る

.

と
去
ふ
こ
せ
も
、爭
議
恵
輿
金
の
支
給
に
關
臌
し
て

、
t

 

レ
明
に
之
を
看
取
し
，得

.

る
0 '

で
あ
る

‘
。

」

;

;

a

興
#
^
爭
議
袒
の
關
係 

”玆
に
於
て
か
、私
は
勢
働
組
舞
と
亂
' 盟

罷

業

並

に

エ

勘

閉
_

と
，の
關
係
に
就
て
、«

論
.を
，進

め

. 

.
,

.

. 

• 

I 

. 

--

.

.

.

.

.

.

.

.

-

—

た
い
と
思
ふ
。

蓋
し
：問

41
罷
：
^
,も
エ
揚
叫
鑛
も
，勞
働
爭

_

ビ
云
ふ
廣
い
見
地
か
ら
#
へ
た
場 

合
に
：は
、共
に
其

T
部
ビ
爲
る
：可
き
も
の
で
あ
り
、又
敦
裏

0'
關
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
同 

盟
擺
業
は
或
る
一
ッ
夂
は
麵
多
の
エ
場
に
於
へ
て
、勞
働
者
の
全
部
な
办
、

1

部
な

6

が
或
る
®
求 

を

«

徹
す
る
爲

to
'
.に
、ブ
致
じ
モ
仕
事
を
廢
棄
す

‘る
と

ビ

で
あ

h

x
'揚
閉
鎖
は
双
る
一
ッ
又
は 

»

多
の

*

業
主
が
：或
る

.寒
求
を
貫
做
す
る
爲
め
に
、勞
働
者

.の
'全
#

父
は

r

卿
に

對
し
て
、
仕
事 

0
:縦
續
を

.拒
絕
す
る
こ
ど
で
あ
る
。
加
释
陀
の
產
業
箏
議
法
に
.於
て

は
、
一
致
し
て
仕
事
を
廢 

,棄
す
る
場
合

(
A

 Concerted 

refusal)

の
外
紀

#

働
者
間
に
於
け
る
共
同

0'
迦

*

0
l
3
o
n 

Under­

standing)

の 

下
に
行
は
れ
る
仕
事
の
廢
棄

.や
、自
身
の
要
求
を
實
徹

< ず
る
ば
か
ぅ
で
な
く
、他
の
勞 

働
奢
を
援
助
し
て
、彼
等
を
使
辦
し
つ

::
、
あ
る

*

業
主
に
條
件

0'
承
_
を
强
要
す
る
目
的
を
以 

づ
て

、仕
事
を
廒
擊

.す

.
♦場
合
を
：も
同

®

：®
業
で
.あ
る

ビ

云
ふ
定

■
を
下
し
た
が
、孰
れ
を
以
て 

し

て

も
、勞
働
潜
が
同
意
し

.て
、仕
事
：を
麼
棄
す

.る

.行
爲
ど
、事

.幾
主
を
し
て
、或
る
要
求

に
聽
從
せ 

し
め
ょ
ぅ

と

す

る

^

思
ビ
相
合
し
て
、同
盟

罷
槳
ミ
爲

る
こ
ビ
は

•論
を
俟

.た
な
い
。

X
揚
閉
鎖 

の
同

«
{1
業異なる所は工業爭議の主動截

，̂.爲
る

#■
が
前
者
に

.於
て
は
、事
業
主
で
あ 

を
に
.

反
し
、
#

者
に
於
て
は

#

.

働
遨
で
あ
る
ビ
云

.

.
ふ

一

點
'

だ
け
で
あ
つ
て
、.隨

，
り

て
事
粲
虫
が
エ 

第
十
六
锻

C
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饊
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關
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第
十
六
怨(

一

八
六〕

論

訛

级

働

紐

合

諸

^

^
 

第
二
®

H

六

.

場
を
閉
鎖
し
、興

閉

鐵
^

侬
.：つ
：て
、自

象
0

^

求
を
：勞
«

者
に
.
强

制

す

る

こ
e

を
目
的
せ
し
た
な 

:

:

.

:

&
ば
エ
錫
閉
鎖
.
の
.

«

件

は
1£
'
に
備
は
つ
た
.
と
す
可
き
で
，あ
る
。
.
.同

盟
_

槳
'
の
.性
'ま
旣
：に
靳
の 

:

,

:

如
き
も
の
；で

あ
0
:
:て
ゴ
：場

阴
«}

ビ
：表
襄
の
：_

係

を

持

ち

ゴ

業

爭

議
'
と

奪
^

業
_

が
''
,::了
日
卑
く
_

を
起
¥

た
德
^

.

た

な
$

ば
、同
盟
擺
業
：と
爲
る
が
如
く
、其
問
：に
殆
ど
舉
を—

择

考
へ
ら
れ
i

ぅ
。
:;
:

而

し

て

エ

業

ボ

は

エ

揚

閉

領

を

行

ぅ

に

如

俾

な

k

云
へ
ば
、單

に

其
«

業
か
'
ら

資

本

を
1

收
す
る
な
り
、又
.
は
_

收
し
な
，ぐ
と
も
、舉
.
に
資
本
の
：運 

用
を
停
：北

す

る

な
6

す
れ
ば
'0
:

業
經
營
に
於
け
る
正
常
の
方
法
ビ
し
て
、之
を
爲
す
を
得
る
の 

で
あ
；つ
て
、如

何

な

る

國

の

法

律

な

い

で

 

あ
ら
ぅ
。：然
ら
ば
之

k

本
質

G

於
て
、例
等
興
な
る
點

V

き
同
，盟
藤
業
が
勞
働
者
に
侬
つ
て
〒

.

:

:

;:

は
れ

*

所

：
：で
、
叉

此

同

燦

擺

業

：
9

へ
、

u

::
;

::
:

^

 

匕

は

：、
當

然
.
で

あ

る

。

現

に

」

:

.
ぐ
'

.:
'
_い

こ
ビ

-> 

し
て
、以
つ
て
聞
崩
の
：効
粜
を
有
効
に
し

•
聞
鎖
に
依
つ
て
、失
業
し
た
勞
働
潘
を
し
て 

一
日
も
早
く
閉

®

を
^

つ
*

I

H
,

業
生
の
脚
下
に
屈
伏
す
る
に
至
ら
し
め
る
こ
ビ
を
期
す
る
。

而
し
て
エ
業
主
の
粗
合
，が

有

カ

の

も

の

w

爲
&

、又
相
當
の
歲
月
の
經
た
場
合
に
は
、自
ら
資
金 

を
所
有
し
、

H

場
閉
：，鎖
の
行
は
れ
た
エ
業
主
に
此
資
金
を
分
配
し
て
、エ
場
閉
鎖
の
爲
め
に
蒙
る 

損
失
に
對
ず
る
補
償
を
與
へ
ょ
ぅ
ビ
す

_
る
手
段
す
ら
行
は
れ
る
。
是
等
の
所
業
が
合
法
で
あ 

る
以
上
は
、勞
働
組

.
合
が
爭

_

舉
與
金
に
依
づ
て

X

業
主
に
對
抗
す
る
政
策
の
理
據
も
亦
自
ら 

明
白
と

.爲
る
可
き
も
の
で
あ
る
。

:

.次
に
同

ff
l

.
猫
業
の

M

0

に
考
を

a

ら
せ
て
、此
所

*

の
當
否
を
釗

_

す
る
，に
、同
W

罷
乘
の

M
 

•
因
た
る

r

數
に
於
て
少
な
し
と
し
な
い

o

興
重
な
る
も
の
を
列
擧
す
る
ビ
、

(

一)

賃
銀
增
加
の
‘要
求 

£

}
賃
銀
：低
減
に
：對
す
る
反
杭
、

(

1

5
勞
舞
時
問
鋇
筆
の
要
求
、

(

四)

勞

働

時

間

延

提

に

，對
す
る
反
抗
、

(

五) 

組
合
並
に

.組
合
.
規
則
承
認
に
：關

.
す
：る

..要
求
、(

六)

成
る
：種
の
勞
働
，者
雁
傭
.
に
.關
す
る
反
抗
例
へ
ば 

組
合
所
罵
外
勞
働
潜
の
徘

s

^b

蘧
乘
並
に
殘

»

赁
銀
k

關
す
る
協
定

(

八
}
賃
銀
支

拂
：の
力
ぬ
雄 

に
.
時
期
に

_

す
.
.る
問
題
、(

九)

土
曜
日
一
半
休
の
許
與
、

(

十)

罰
金

M

他
の
負

.
擔(

十
一)

罷
免

5

れ
た
勞
働 

者
に
對
す
る
同
情
等
で
あ
る
が
、®
に
是
等
の
內

.
で
、最
.も

®

:
要
な
.る
も
の
ぐ
す
.
可
き
は
、貨
銀
の

笫
十
六
飴
こ
八
七

〕

諭

E

勞働組合

K

關ブる賭問題
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筠
十
六
怨

.(
一

八
八

)

論
.

說

；勞
働
孤
合|;
闕
1

雜
闕
驵 

第
ニ
號
_

H八 

問
題
：で
ぁ
ゥ
て
、之
：に

'次
ぐ
も
の
は

#

働

»

間i
j

組
.合
規
約
承
認
ビ
の
ニ
點
で
あ

.る
。
勞
働
時

. 

間

の
.長
短
は
本
來
；

_

人
間
の
自
由
意
思

R
I基
き
、契
約
に
依
つ
て
、®

め
ら
れ
可
き
も
の
で
あ
つ 

て
國
沈
は
力
に
國
足
健
康
を
維
‘持
す
る
見
地
か
之
を
或
る
程
度
に
制
限
す
る
に
過
ぎ
な

い、
 

隨
.つv

,斯

く
制
限
さ
れ

^

範

a

內
で
あ
れ
ば
、如
何
な
る
程
鹰

t

で、更
に
勞
働
時
間
に
如
何
な 

る
制
限
を
加
へ

ょ

I

も
、其
れ
は
事
業
主

ビ
勞
働
遨
ど
の
自
曲
に
鬮
す
る
。
而
し
て
勞
働

t 

間

0
短
縮
を
目
的
と
す
る
同
盟
擺
業
は
勞
働
者
が
此
自
由
を
發
揮
す
る
も
の
に
外
な
ら
な

P 

:
ビ
し
た

：

な
ら
ば
、之
を
發
輝
す
る
手
段
に
暴
行
：や、脅
迫
の
件
は
な
い
限
ぅ
、合
法
の
所
業
ビ
し
な 

け
れ
试
な

6

な
い
の
：は
勿
論
で
あ
つ

て
，隨

0
て
•同
盟
罷
業
中
、擺
業
者
の
生
活
を
支
持
す
る
目 

ィ

^

以
：つ
：で
勞
#
組
合
の
給
與
す
る
爭
議
恵
與
金
に
何
等
非
議
す
可
き
點
を
見
出
す
を
得
な 

.

い
で
あ
ら
ぅ
。：勞
働
組
合
の
公
認
な
シ

M

合
規
約
の
承
離
な

6

に
就
て
、報
議
の
起
つ
た
場
合 

に
し
て
も
、組
合
其
も
の

 
>

成
立
な

り
、
組
合
の
親
約

?

が
社
會

の
治
安

を
害
し
な
い
、又
何
處 

ま
で
も
遵
法
的
の
も
の
で
あ
る
以
上
は
、：ブ
ッ
の
圏
體
ミ
し
て
、®
業
主
に
其
公
認
を
求
め
る
の 

は
當
然
で
あ
つ
て
、之
を
：公
：認

5

せ
る
乎
段

ど
し
て

—

議
に
訴

へ、る
こ
と
も
、亦

敢
て
異

e
す
る 

に
足
$
:
»
い
の
で

名
る
。

,

«
與
金
の

/

管
輝
運
用 

勞
働
組
合
が
鈕
合
員
か
ら
膽
金

を
..

微
收
し
、恵
與
金
支
給
の
财
源
を
作

^V

出
し

^

場
合
に

、*] 

何
に
此
財
源
を
管
理

0
用
す
可
き

i

の
で
あ
る
か
、

一

個
の
問
題
に
上
る
の
で
あ
る
。
元
來
勞 

働

0 
&
は
多
く
の
場
合
に
於
て
，一
の
地
方
を

®

®]
と
し
て
、組
織
さ
れ
た
も
の
が
漸
次
他
ど
聯 

合
し
て
、其
大
々
成
す
に
茧
る
の
で
あ
る
。
合
併
め
場

^ ,
に
M

て
は
、本
部
ど
支
部
と
の
間
に
存 

::
'

,
':.
,

.

す
る

_

係
は
多
く
の
程
度
に
於
て
、銃
一
さ
れ
た
形
餚
に
爲
る
が

«

合

の

場

合

に

は

、̂

^«,
ト 

.t
l

il
L

方
的
に
存

&

し
發

^

し
來

0

^
從
來
の
形
式
を
維
持
す
る
こ
と
に
勉
め
る
。
即
ち
地
方 

:
.龃
，合
に

*
す
石
組
，合
員
ば
：

11
^

に
«

し一：て
醵
金
を
支
娜
^
、或
る
條
仲
の
下
に
地
方
組
合
を
通 

;
e
.て
、適
與
金
の
支
給
令
受
け
る
で

.同
時
に
"地
方
姐
合
は
組
合
ビ
し
て
聯
合
會
の
爲
め
ち
維
持 

;:
::
1
:'«
を
:分
猶

:.
L
、她
方

m
身 

の
起
つ
た
時
に

^

合
會
の
铵
助
を
受
け
、長 

短
相
補

.ぅ
手
段
を
講
ず
る
こ
ビ

_,か

.ー：般
に
行
は
れ

.る
。
是
れ
は
英
國
の
勞
働
姐
合
の
間
に
發 

達
し
た

「

財
源
共
同
主
義

」
(Equalization 

of Funds) 

^
稱
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、八
ロ
衆
國
に
於 

:

:
.
.
て
も
、で
八
：西
七
十
九
：年
策
黎
煙
草
製
造
江
紐
合
に
採

.用
さ
れ
方
の
を

.端
緒

S

し
て
、次
第
に
他 

に
及
ぶ

.こ
と
、
爲
つ
た
の
で
あ
る
。
本
來
恵
與
金
支

.給
に
供
せ
ら
れ
る
財
源
に
就
て
は
、組
合 

笕十六卷：

(

.:
1
八
九〕

論

E

勞
働
組
合
！！
關
す
ゐ
諸
問
題
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:

第
二
駿
四
〇 

員
の
從

_

し
て
居
る

「

仕
事
の
性
質
が
典
狀
態
を
決
定
す

.る
に
、重
大
な
る
關
係
を
持
つ
の
で
あ 

る
例
へ
は
甚
蛛
の
賞
庳
な
る

«

業
_で
あ

'

つ
で
、之
に
從
事
す
る

.勞
働
漭
は
相
當
の
熟
鍊
を
備

.

‘
;:
:

: ;

::
::
;'
も
高
く
、永
久
は
地
：位

を

保

.つ

こ

多

の

出

來

る

場

合

に

は

滅

合

の

財

源

は

自

ら

豐

當

で

.

.

.

.

.

.

.

.
办

:?
>
組4

の
r*
集

1
:る
•
金
“の
'高
い
代
ぅ
に
、恵

與

金

の

割

合
も

大
で
あ
る
に
反
し
、不
熟

練

で

.
あ

り

又
不
规

狐

で
.あ

る

仕

辦

に

從

f

て
居
る
勞
働
潜
に
依
？

組
織
；

S

れ
た
組
合
で
あ
れ 

..

ば
、
永

灰

の

財

源

，を
.
■
る

こ

と

は

、#:
だ
困
雛
で
あ
る
。
殊

R
頻
繁
に
危
險
が
發
生
し
た
り
、又
炎

- 

€

の
避
け
ら
れ
鄕
キ
孔
辦
で
あ
る
と
か
、勞
働
者
の

.移
動
の
間
斷
な
き
蚀
：事
で
あ
つ
て
は
、或
は 

則
源
に
ー
對
す
る
取
#:
'の

急

劇

で

あ

&
、又
財
源
醵
.出

の

餘

カ

不

^
.分
.で

あ

る

こ

ど

0
爲
め
に
、患 

:
.
:

寧
金
♦

度
の
.雜
持
を
不
可
能「

冬

^

が
、仕

®

に
如
；何
な
る
.危
ヘ
險：

が
起
る
か
、略
ぼ
之
を
豫 

:,!
想するこ

e
が
出
:來
、仕
事
が
永
久
的
：で
、報
.酬
の

S

富
な
る
揚
奋
に
は
、11
合
ダ
患
與
金

K

關
す 

る

保
I

用
を

f

 

S

例

は

合

衆

國

の.活

宇

鑄

造
H
ff
l

合

I

h

hri
f
c組
^̂
 ̂

て
爭
議
患
與
金
の
制
度
を
設
け
た
の
は

 

>千
八
百
九
十
一
年
で
あ
つ

て
、今
日 

:

:
ま
で
尙
ほ
繼
輯
し
て
、之
を
實
行
し
て

.居

る

。,;
即

ち

爭 

丨

業
を
行
つ
た
者
に
、は

.»
合
か
ら
獨
身
翁
：で
あ
れ
ば
、

〗

週
間

.五
典
，妻

.帶
者
で
あ
れ
ば
、一
週
間
七 

®

の
割
合
を
以
つ
て
、爭
議

E

與「

金
を
支
：給
す
る
。
以
前
は
同
盟
罷
業
も
頻
繁
に
行
は
れ
て
、牝 

純
®

與
金
の
'支
給
に
侬
つ
て

®

合
の

IM
源
を
侵

3

れ
る
揚
合
も
甚
だ
多

‘
か
つ
た
が
、近
年
工
業 

.協
約
が
熵
脹
さ
れ
？

、仲
裁
⑽
度
が
適
用
さ
れ
た

6

す
る
爲
め
に
、爭
«
®
與
金
の
支
給
は
自 

ら

制

限

？
れ
、組

合

0
|»
源
は

0
然
爭
議
其
：も
の
、
解
決
又
は
エ
寒
協
約
®
結
の
當
事
遨
に
手 

常
ビ
し
て
支
給

3

れ
る
に
止
ま
る
こ
；と

V
爲
つ
た
。

M

に
活
字
鑄
造
エ
組
合
に

.於
て
は
、千
八 

I
W九
十
ニ
，年
行
狀
0
蜂
好
で
あ
つ

.：た

^̂ ̂

に
際
し

.て
は
、五
十

®

の
»
式
惠
與
金
を 

支
給
す
も
こ
ビ

V
し
、之

U

應
ず
る

»
源
を
作
る
，爲
め
に
、各

.組
#
員
に
就
て
毎
月
五
仙
の
特
別 

醵
金
：を

«

課
し
、後
に

!»
金
を
七
仙
半
に
引

±

げ
る
ビ
共
に
、

®

興
金
.の
方
も
亦
七
十
五
弗
に
增 

加
し

®U

千
九

.百
十

1
年

1:
.至
：
つ
，
て
、
組|合
^

の
所

#

に

.»
し
、千
分
の
五
の

_

金
〃
を
課

'し
、一
方 

R
恵
與
：金
は

•組
合
加
入
後
一
年
若
し
く
は
淇
以
內
の
時
日
を
經
過

:1
*
.る
に
過
。ぎ

な

い
0

に
は
，
 

七
十
五
如
ビ

.し
、加
入

.期
間
の
永
き
に
隨
つ
て
、漸
次
之
を
加

.重
し
、五
年
以
上
.の

細

入

者

に
■
し 

V

四
百
卵
に
至
る

ま
で
、

六
階
級
を
設
け

る
.

こ
ビ 

> 

爲
り
た
。

斯
く
て

千
九

_

五
.年
に

0
つ

て
、
 

養

老

-M
與
金
の
制
度
を

^

ぐ
る
說
が

®•

り
、千

.九
西
七

..年
•一 

個
'の
成

.■案
；が
：
.制
定
：？

れ
、激
'年
か
ら

笫
十
六
猞

(
1

九
一

)

論

E

勞
働
組
合
に
閼
す
る
豁
問
盟

 

第
二
猇
四
一



.

今

s，
.
(
：一

九
ニ〕

論
說
勞
働
組
合
に
關
す
S

I
 

，

.

^
 I 

u
lr
n
L'
飞

こ

と

、
5

た
。

即

ち

最

初

の

I

は
'
二
十
•

間

以

上

龃

合

員

ど

し

て

&

好
一
な

毒

つ

2

が

六

十

S

土 

S

齡

具

？

生

計

I

持

I

職

f

就
く
こ
ぐ

:

:
く

な

つ

た

場

.合

に

|

週

間

四

弗

の

養

老

恵

與

金

を

变

給

す

る

®

定

で

あ

っ

2
与
 

1

十
I

I

十

歲

以

上

の

組

合

員

■

十
年
間
f

の
f

加

人

に

依

つ

I

»
/金

 ̂

i

t
る

權

利
I

f

こ
.

、
し

适

に

繁

金
I

 

f

僧
加
し
、1

方

に

！

九
年
以
； 

之

I

す

る

隱

1

爲
め
，紐

合

員

I

せ
，ら

れ

I

金

は

毎

月

人

十

セ
 

^

®
 

J

 

^
 

^
 

^
 

- 

T

,

?
 

.

1

^

 

m
. 

^
 

^
 

„
 

n
 

.
^
0

 ̂

^

惠

與

金

制

度

.の
變
遷

制

度
I

け

る
場
合
に
は
f

要

す

源

H

〗

p

l

f

 

s

 

i合

黑

s

行

と

同
i

 

f

立
ち
I

を
誠

な

か
つ

I

合
に
、組

t

於
て

S
 

i

l

l

'
 
ナ

.
牙
る
；
''
8

に
：千
八
：西

九

年

制

定

狀

係
.る

細

育

活

字

鐵

造

'エ
組
合
の
規

-

-

-

-

-
-

-

-l

i

<

{

.
-
_■■
=

:

I

l

f
 

■
•
.
.
.
-
.
1

r
*_

故

を
以

0
て
、失
業
し
た
場
合
に
は
、本
人
の
恶
求
に
從

0

て
，組
合
は
其
生
®
を
支
持
す
る
に
足

;
'
:
' 

• 

.

. 

, 

.

る
金
額
を
貸
渡
す

:,
°
;
而
：：し

」

て
.疾
病
其
他
の

®

情
に
依
つ
て
、本
人
に

'於
て
、右
の
金
額
を
償
還
す

る
を
得
ざ
る
場
合
に
诚
、組
合
は
祖
合
員
全
體
に
於
て
、相
當
の
醵
金
を
徵
收
し
て
、贷
付
金
の
決

■ 

■ 

■ 

.

.

.

.

;:
' 

. 

-

濟
に
充
て
る

」

七
云
ふ

-
個
.條
の
あ
る
の
に
徵
し
て
、事
の
一
斑
を
推
知
す
る
に
足
る
で
あ
ら
ぅ

< 

卿
ち
組
合
が
釋
議
を
拨
猶
す
る
知
就
て
は
、

#1
人
的
主

_

と

«

同
钠
責
偭
ビ
の
間
に
彷
徨
し

€ 

居
つ
た
も
の

4

免
::
&
:れ
る
。：吏
に
是
れ
ょ
り
も
一
步
を
進
め
た
も

;0
は
、上
記
の
如
く
當
該
事 

件
の
發
生
に
際
し
て
、紐
合
員
の
承
勰
を
求
め
、興
承
離
を
得
れ
曉
に
、事
伸
に
對
し
て
支
辨
す
る 

財

源

を

特

別

の

方

，法
‘:̂
依
り
：て
、»

令
'員

0

全
體
に
：醵
金
ミ
し
て
、賦

課

す

る

こ

と

、
爲
つ
た
の

で
あ

.る
。
是
れ
は
恰
％
國
家
が

：®
民
一
に

»

税
を
賦
課
す
る
に
當
り
、其
粗
称
の
收
入
を
利
用
し

:

'

.

.

 

.

.

.

.

 

.

.

.

.

:.
■:
.

%

 

.
.
.
.

.

て
、國
爲
の
刺
益
を
發

«

す
る
斯
く
斯
ズ
の
國
，家
職
務
を
遂
行
す
る
ど
云
ふ

こ

と
が
說
明
さ
れ

.

.

.

.

.

. 

- 

.

、

な
い
限
々
、祖
稅
の
徵
收
に

®

_
を
來
ち
れ
ビ
同
欉
の
事
情
か
ら
生
す
る
事

•實
で
あ
つ
て

r
?

 

勞
働
、龃
合
は
組
合
員
；に：測

_

さ
れ
袼

.る
：利
：益
を
與
 ̂

I
ビ
を
理

S

と
し
な
け
れ
ば
、̂
別
の

fi
金
を
彼
等
に
賦
課
す
る
を
得
な
か
つ
打
、少
な
く
ビ
も
斯
く
す
る
方
が
醵
金
^
賦
課
す
る
に

:■
: 

..
 

.

 

,.:::. 

.

 

.

^
 

る
を

f

も
の
と
解

3

れ
ょ
ぅ
。
然
し
今
日
の
如
く
國
家
に
新
す
る
國
民
の
理
解
の 

パ
：：
鹪
十
六
嵇
二
九
三

)

論胱勞働組合

|:
閼
す
ゐ
賭
.問
组

 

费
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選

，
；
辦

十

プ

卷
_

(
」

：
九.四

)

說
' 

勞
働
組
台

d

請
問
.姐
. 

_ ニ

驥

四

®.

ん

で

來

た

場

合

に
は

、

國
家
職
務
か
ら
生
ず
る
利
益
の
如
き

も

の
は
全
然
，之
を
眩
中
に
琛

 ̂

す
國
民
の
義
務

£

て
租
稅
の
納

#

に
：當
る
の

S

同
様
に
、近
代
の
勞
働
組
合
に
於
て
も
、特
殊 

の
目
的
を
達
す
る
：爲
め
に
、個

別

的

に

醵

金

を

徵

收

す

る

ょ

ぅ

な

方

法

は

权

ら

な

ぃ

、寧

ろ

5

 

を
®

間

. ^
し
て
•

!

«的
に
醵
金
を
定
め
、斯
く
徵
收
し
た
醵
金
か
ら
成
立
し
た
一
個
の
財
圓
に 

屬
す

:る
金
额
を
組
合
赏
事
舍
の
判
斷
を
以
つ
て
、各
種
の
恵
與
金
に
分

配
し
、以

つ
て
組
合
員
全 

體
の
利
益
を
謀
る
こ
と

\
つ
爲
つ
た
の
で
あ
る

.:

財

源

^

-4
-
團
の
資
金
ど
す 

斯
く
葸
與
金
支
，給
：：に

要

す

る

財

源

を

广

圓

の

資

金

メ

し

て

置

く

こ

ど

は

#

働
組
合
の
行
動 

に

:#
縮
の
自
由
を
保
た
し
め
る

a

に
就
て
、資
す
I

以

ビ

爲

る

の

で

ぁ

る

。

勞
働
龃
合
を 

一
■ 

個

0
闘
赞
機
關
ヒ
し
て
考
へ
る
く
鬪
爭
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
武
器
は
總
て
完
全
な
る
狀

i 

を
以
つ
て
裝
は
れ
て
居
ら
な
け

'れ
.ば

な

ら

ぬ

。

然
ら
ば
爭
簸
恵
與
金
の
财
源
を
特
別
の
資
金 

ビ
し

v

取

扱

ひ

、
他

，
の

資

金

か

，
ら

全

然

區

別

す

る

ビ

S

饑
の
起
つ
*
場
合
ヒ
遽
に
爭
議
惠
與 

金

0
|支
給
に

|?
す
る
財
源
と
し
て
、

g

金
を
徵
收
す
る
ど
か
云
ふ
ょ

5

な

f

ビ
は
、自
ら
組
合
の 

戰
鬪
：カ
を

_

弱
に
し
、組
合
主
義
の
，徹
底
を
傷
け
る
も
の
ビ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
は
斯
う

^

ふ
說

.も
あ
る
。
組
合
が
組
合

.：の
資
產
：を

I
®

の
財
源

ビ

し
て
取
扱
ふ
結
果
、如
何
な
る
方
面
-の 

E

與
金
に
も
組
合
の
決
議
で

I

旦
、
承

認

ネ

れ

たB

上
は
、無
制
限
に
資
金
を
支
账
す
る
こ
と
、
 

■爲
つ

te
な
ら
ば
、大
規
換
の
勞
働
爭

_

の
起

0
た
時
に
は
、爭
議
恵

*

金
支
給

0.
爲
め
に
、穸
襌
の 

資
金

:̂
消
滅
し
、他
の
方
面
に
於
け
る
葸
與
金
の
支
給
に
障

•«
を
生
ず
る
に
至
る
か
も
、測

K
V知

:
る
を

.
#な
い
.。
.此

*
:
は
*'
:

し

て

組

合̂
體
'の
，.利
.：
齊

に

，

一.

致
す
る
も

.の
で
あ
る

■.か
.ど
う
か
。

」

.

.

.

.

.

. 

*
 

■;
'

部
組
合
員
の
利
益
，を
擧
げ
る
爲
：め
に
、

#

®
組
合
員

0
.利
益
を
犠
牲
に
供
す
る
に
茧

6

は
し
な 

い
で
ぁ
ら
う
か
。
此
邊
の

.利
寄
を
考
量
し

.た
な
ら
ば

•爭
議
の
起
つ
た
際

.に
、#
殊
の
醵
金
を
徵 

收
す
る
を
以
つ

1:
、可
な
り
ど
す
ふ
說
が
起
る
の
で
あ
る
。
斯
の
如
き
說
は
勞
働
組
合
の
大
規 

模
に
爲
り
、組
合
員
の
數

‘の
多
：く
祷
つ
た
：場
：合
に
、_

せ

^

る
を
得
な
い

'所
で
あ
つ
て
、此
點
か
ら 

-

勞
働
，組
合
を
何
處
ま

.で
も
共
濟
組
合
ビ
し
、其

闘

®

的
職
分
を

0

行
す
る

.こ

^

を
囘
避
？
せ
ょ 

ず
：
.：る

#

も
出
發
し
て

|來
：る
も

0

ビ
想
は
れ
へ
る
。
‘
然
し
な
が
“ら
斯
の
如
き
は
勞
働
锻

_

な 

\

同
埤
罷
業
な
り
の
効
果
を
餘
办

^

狹
く
解
释
す
る

'爲
め
に

"生
ず
る
僻
見

.

>

 

せ
ざ
る
を
得
な 

い
。

同
盟
罷
業
の
全
然
一
失
敗
に
.終

ら

^

場
合
に
は
、組
合
の
資
爾
は
論
の
爲
め
に
.徒
消
さ
れ 

.

て
、
»

與
金
，支
給

’

の
；基：
.

礎
を
危
う
す
る
こ
を

"

論
者

.
の
所
就
の
如
ぐ
で
あ

.

る
と
し
ょ
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0
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し
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論
:.」

說

.
赘
_
撕合
|1
_
す
る
滕
敝
戰 

0

^

0

阻
片

が
-ら
呼
胤
璐
業
が
成

_功
し
て
、勞
働
替

に
取
っ
で
、有
科
な
る
方

#

に
於

'て
#

議
が

解
決
ざ
れ
た 

な
ら
：
ば
、
如
何
で
あ

6
 

$
か
。

檄
雄
：賃
銀

_

(7
>
.:引
上

.

.げ
ら
れ
、德
準
势
娜
時
問
の
餅
縮
さ
れ
み
ミ 

云
ぶ
利
益
は

_

し
て

#

_
®;
:
®礙
者
だ
け
に
限
ら
れ
る
贫
鍛
で
ば
な

.ぐ
^

一
»

合
に
豚

1>
な 

勞
働
#
の
間
に
は

勿

時
f

般
筹
働
者
办
卿
に
も
波
及
す
可
ぎ
道
班
で
あ
っ
て
見
れ
ぼ
#
_
溆 

興
金

.に

.組
合
の

0

0

吵
务
ぐ
を
蠶
食
ざ
れ
て

*

の
恵
與
金

.0.
W

M
に
a-
し
き
を
吿
げ

12
ビ
云 

ふ
ぐ
ど
の

‘她
：ぎ
、紙

合

全

體
0;

錄

め
に
、謀
つ

.で
何

.等
不
幸
と
す
可
き
»
あ
各
を
知
ら
な
い
の
で 

あ
る
。

''
導
議
惠
與
金
は
手
段
加
苜
的
か 

.
恵
.與
金
制

配
は
，
勞
働
組

<11
,
'

'

吵
目
的
で

.叙
る
か
、又
は
方
衡
に
過
容
：な
い
か
と

云

ふ
こ
ど
は
、

從 

來
か
：
&
:屢
ヶ

論
じ
ら

'れ

5:
.
:問

®

で
：あ：る
。
勞
慟
組
合
に
は

*

乎
た

る

&
的

が
あ
る

。

#
働

條 

件
，
§
收
善
は
即
知
其
れ
で
今

9
 

方
法
に
就
て
、

多

少
W

題
の
起
る
こ
と
は
あ
る 

S
し
て
ぢ
目
的
其
も

Q

は
儆
ぐ
ま
で
も
遵
法
的
の
も
の

S
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此 

目
的
を
達
ず

る
爲
め
に
必
：

.要
な
：：る
條
件

は

組
：織
：を

*
固

に

ず

：る

一

事

で

あ

る

^
然
ら
ば
如
何 

:^
し

て

鞏

固な
る
.：組

織

を

.設け

る

かW

云
べ
一ば
、組
合
員
を
し
て
組

#

と

相
*

る
可
か
ら
ざ
る

m m

fI
»

!
§
%

I

I
I

I
II
1
1

1
!
I
S

II
*1« 1

關
隊
を
線
ば
せ
る
こ
ビ
を
以
ヴ
て

"第

1

籤
と
す
る

。
' 
兩
蒋
の
關
係
を
結
ば
せ
る
方
法
^
し
て 

は
塌
ヶ
の
道
を
擧
げ
»
る

^ .

、典
最

も

，

有
力
な
る
も
の
は
、各
種
思
與
金
.の
支
辨
さ
れ
る
财
源
が 

共
同
的
に

M

合

ft
;
全
®
の
所
有
に
屬
す
る
一
事
に
外
な
ら
な

い
。

駔
合
員
が
長
い
期
間
を
通 

じ
て
、組
合
に
酸
金

^

^
•»
ひ
、g

源
を
作
り
出
し

/
a

a上
は
、之
に

*

し
て
愛
着
の
.念
を
持
つ
の 

は
、人
情
の
自
然
で
ぁ
气
而
し

1T
組
合
凰
：が
雜
合

.：か

6.
脫
退
す
る
ビ
か
、又
は

—

金
の

-納
#
を 

怠
つ
た
ビ
か
し
た
な
ら
ば
、彼
は
組
合
ゆ

S

興
金
に
；對
す
.る
總
て
の
權
利
を
喪
失
す
る
し
、隨
つ 

.て

從

來

酿

金e
し
て
組
合
の
爲
め
に
負
へ
爝
し
だ
麻
の
金

^

を
奪
取
さ
れ
ざ
る
を

#

な
い
。
切 

.も
パ
損

#:
'の
fr
-
算

に
明

®

る
' 者
は

I,

日ー：酿

.係

&

_
ん
、た
簽
働
組
合
に
對
し
で

*.
率
の
處

»

5:
敢 

て
す

.る

.道
'挪
は
な

v

^

o

级
ら
ば
勞
働
紙
‘

^
恵

與

金

龙

給
0.

财
源
を
持
つ

1

ど
は
、
 

組
合

at
'も
の

、

故
.
_で
な

.い

.ホ

.じ
て

4
、做
ほ
*
目
的
を

達

す
る
爲
め
に
、

®

合
を
繁
固
な
，ら
し 

め
る

_

素
で
ぁ
る
こ
士
に
；至
つ
て
は

‘論
を
俟
た
な
い
で
か
ら
ぅ
。
：私
は
此
一
事
を
論
證
す
る 

爲
め
に
、』

ム#

ン
，:ス：.其
，他

ft
氏
ゆ
舞

薄

：に
啤
る

「

合
*,
國
勞
働
史

」

か
ら
、
&

の
一
節
を
引
抄
す
る
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の
組
合
組
織
の
薄
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で
あ
る
こ
と
や
、合
衆
國
勞
働
組
合
全
體
の
微
力
で
あ
る
こ
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く
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印
象
さ
れ
た
。
斯
く
て
彼
等

.は
何
處
ま
で
も
紙
合
に
闘
爭
的
.駔
織
を
保
た
せ
る
必
要
を
篼

, 

.
, 

_

_ 

-

. '

悟
し

.

た

W

共
に
、英
國
の
組
合

',
を
；檫

本

ミ

し

て

、
a -
國
の
組
合
を
改
造
す
る
の
急
務
を
感
す
る 

-

に
至
づ
た
。
然
ら
ば
此
隙
如
何
な
る
變
革
を
必
要
ミ
し
れ
が
ど
沄
ベ
ば
錨
一
は
地
方
轉
組 

合
に
.

對
す
る

-

中「

央
組
合

-

の

統

刺

を

完

全

；に

す

る
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で
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り
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ニ
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富
な
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上
げ
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<f

ロ
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引
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し
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鞏
固
な
る
性
質
を
與
へ
る
爲
め
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、今

日

以
上
に
行
，き
屆
い
た
恵
與
金
制
度
を
採
用
す 

る
：こ

V

で
あ
，つ

^
、是
等
の
要
求
は
盡
く
千
八
百
七
十
九
年
の
：大
會
に
於
て
實
行
さ
れ
た
。
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し
な
が
ら
、紙
合
の
所
在
地
方
に
依
つ

て
，高 

低
の
相
違
あ
る
こ
ビ
を
免
か

^

な
い
。
'
;妓
.に
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て
か
組
合
全
體
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通
じ
て
、醵
金
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:
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:
ら
な
け
れ
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な
ら
ぬ
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お
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を
謀
る
ビ
共
に
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金
額
を
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上
げ
ょ
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云
ふ
說
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あ
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統
こ
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つ
て
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醵
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げ
ょ
ビ
云
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S
ふ
說
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醵
金
の
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き
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依

0

て
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く
多
數
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#
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を

組
合
に
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さ
：せ
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ひ

V

細
合
主
義
の
利
益

を

徹
底
次
せ
ょ
ぅ
ビ
す
る
考
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
が
、之 

に
释
し
：て
は
ニ
ッ
の

K

對
が
，あ
る
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第
て
現
在
の
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金
す

ら

負
擔
す
る
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力
に
缺
け
て
居
る 

勞
働
翁

を

組
合
に
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入

^
せ
た

«
ら
ば
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つ
て
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合
の
實
カ
を
薄
弱
な
ら
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め
ざ
る

を
得
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い、̂

ニ
今
日
通
貨
の
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0

下
落
し
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、
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こ
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を
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ら
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の
醵
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つ
て
し
て
、
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擔
の
重

S

も
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と
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へ
な
い
、殊
に
通
貨
價
値
低
落
の
爲
め
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に
、細
合
の
有
す
る
資 

產
の

V

購
買
的
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果

©
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少
し
念
以
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は
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を
補
充
す
る

0
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ら
云
つ
て
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を
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卞
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